
コースの詳細は「ＯＩＴＡ自然観察ガイド」としてまとめています。
ぜひ、ご覧ください。

Field Story

　今市（いまいち）の石畳（いしだたみ）
道路は、江戸時代の参勤交代（さんき
んこうたい）道路の宿場町として栄え、
本陣（ほんじん）、脇本陣（わきほんじ
ん）をはじめ、茶屋、代官所造酒屋など、
軒（のき）を並（なら）べてにぎわっていま
した。道幅（みちはば）８.５ｍの中央に
幅２.１ｍ、長さ６６０ｍにわたり、全面平
石が敷（し）き詰（つ）められており、全国
的にもこれだけの長さの石畳が残って
いるのは稀（まれ）で、県文化財史跡（し

せき）に指定されています。
　高岩（たかいわ）神社は、天安２年に紀
州熊野本宮（きしゅうくまのほんぐう）の神
主（かんぬし）が建立（こんりゅう）したとさ
れています。御神木（ごしんぼく）のトチノキ
は、推定樹齢（すいていじゅれい）１１５０
年、幹回（みきまわ）り７ｍ、樹高（じゅこう）
３５ｍ、枝葉は３０ｍ程（ほど）に広がって
います。ほかに２本のトチノキ・ナギ・イス
ノキなどの古木も生育しています。

Field Story

　佐賀関（さがのせき）半島は、樅木
（もみのき）山［４８４ｍ］を頂点（ちょう
てん）とする樅木山系（さんけい）が東へ
延（の）びて突（つ）き出しているため、
黒潮（くろしお）が洗う臼杵湾（うすきわ
ん）側と冬季北西季節風が吹（ふ）き付
ける別府湾（べっぷわん）側で環境が大
きく変わります。臼杵湾に面した南岸は
ハマオモト、アコウが生育し、岩場には
ウバメガシ群落が見られます。これと対
称的（たいしょうてき）に北岸では、ハマ

ビワ群落が海食崖（かいしょくがい）を
覆（おお）うように帯状に分布していま
す。神崎（こうざき）海水浴場には、砂浜
（すなはま）の水際（みずぎわ）近くにコ
ウボウシバやコウボウムギが、その後方
にはハマヒルガオ・ハマゴウ・ハマエン
ドウなどの海浜（かいひん）植物が群落
を作っています。また、海食崖はハマビ
ワ群落に覆われており、タブノキ・クロガ
ネモチ・トベラ・ハマヒサカキなどの樹木
（じゅもく）が生育しています。
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